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平成２０年度第１回生駒市スポーツ振興審議会 
会議録（要旨） 

 
日時  平成２０年７月３１日（木）午前１０時から 

                      場所  生駒市コミュニティセンター２０６会議室 

 

◎ 出席委員（敬称略） 

    池田誠也、佐川正己、城山英章、髙山恒一、辻本丈夫、藤井寛子、松岡誠、森川友惠 

  欠席委員（敬称略） 

    藤井均 

 （事務局）教育長 早川英雄、生涯学習部長 長田二郎、スポーツ振興課長 中井宏、スポーツ振興課

課長補佐 岡秀高、スポーツ振興課主査 西政仁、スポーツ振興課主任 上中理恵 

 

案件 

〈辞令書交付〉 

１.役員の選出について 

２.生駒市スポーツ振興審議会の会議の公開について 

３.平成２０年度スポーツ振興審議会事業計画（案）について 

４.スポーツに関する市民意識調査の実施について 

５.平成２０年度社会体育主要事業計画について 

６.その他 

 

（１）開会 

   資料確認 

辞令書交付 

早川教育長挨拶 

全委員の紹介 

 

（２）議事 

１.役員の選出について 

  ＜事務局＞ 

   会長、副会長の選出については、生駒市スポーツ振興審議会条例第 6条第 2項の規定により互

選により定めることとなっています。前回は生駒体育協会から会長、市議会選出委員から副会長

を選出していただいていました。今回は市議会選出の委員はありませんが、互選の方法について

ご意見ございませんか。 
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  ＜委員＞ 

      再度、池田委員さんにお願い出来ないでしょうか。 

  ＜事務局＞ 

 只今、池田委員さんとの指名がありましたが、いかがでしょうか。 

  ＜委員＞ 

[異議なし]（会長は、池田委員に決定） 

  ＜事務局＞ 

   副会長については、どのようにすればよろしいでしょうか。 

  ＜委員＞ 

   会長からご指名頂いたらいかがでしょうか。 

  ＜事務局＞ 

会長のご指名というご意見がありましたが、それでよろしいでしょうか。 

  ＜委員＞ 

[異議なし]  

  ＜会長＞ 

ご無理申しますが、松岡委員さんにお願いしたいと思います。皆さん、よろしいでしょうか。 

  ＜委員＞ 

[異議なし]（副会長は、松岡委員に決定） 

  ＜会長・副会長＞ 

[挨拶] 

  ＜事務局＞ 

 ありがとうございました。それでは、スポーツ振興審議会条例第 7条第１項の規定により、議

長は会長が勤めることとなっていますので、以後の議事進行につきましては、池田会長にお願い

します。 

 

２.生駒市スポーツ振興審議会の会議の公開について 

  ＜会長＞ 

議事（２）の「生駒市スポーツ振興審議会の会議の公開について」、事務局から説明をお願い

します。 

  ＜事務局＞ 

    本件については、平成２０年４月１日施行の市の「付属機関等の会議の公開に関する基準」第

２条で「付属機関等の会議は、原則として公開するものとする。」、第３条で「公開・非公開の決

定は、付属機関等の長が、当該付属機関等の会議に諮って行うものとする。」とされています。 

    したがって、当審議会におきましても原則公開ということでお願いしたいと存じますが、会長

から、委員の皆様方にお諮りいただきますようお願いいたします。 
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  ＜会長＞ 

 只今事務局の方から説明を頂きました基準がありますので、原則公開ということでよろしいで

しょうか。 

  ＜委員＞ 

[異議なし]（会議は公開に決定） 

 

３.平成２０年度スポーツ振興審議会事業計画（案）について 

  ＜会長＞ 

議事（３）の「平成２０年度スポーツ振興審議会事業計画（案）について」、事務局から説明

をお願いします。 

  ＜事務局＞ 

[「平成２０年度スポーツ振興審議会事業計画（案）について」説明] 

・審議会は本回を含め、２回を予定。 

・近畿圏内の先進地視察研修会を、市の大型バスを利用し１１月中旬に予定。 

  ＜会長＞ 

スポーツ振興審議会事業計画（案）について、ご意見、ご質問ございませんか。 

 無いようですので、本事業計画案は承認されました。（案）を消して頂きますようお願いしま

す。 

 

４.スポーツに関する市民意識調査の実施について 

  ＜会長＞ 

議事の（４）「スポーツに関する市民意識調査の実施について」、事務局から説明をお願いしま

す。 

  ＜事務局＞ 

[「スポーツに関する市民意識調査の実施について」説明] 

    ・国、奈良県においてはスポーツ振興法第４条の規定に基づき、「スポーツ振興基本計画」が

策定されており、本市においても同計画を定めるための検討資料とするために意識調査の実

施を考えている。 

 

  ＜委員＞ 

 回収率は何％ぐらいを想定していますか。 

  ＜事務局＞ 

５０％あればありがたいが、４０％を目標にしています。出来るだけ回収率を上げたいと思っ

ていますので、質問の項目数もこれでいいかというのもご意見をいただきたいと思います。 
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  ＜副会長＞ 

    よく学校でもアンケートをしますが、「またか。」みたいな感じになって、学生らの意識も遠の

いています。だから、出来れば地域に委託というか、自治会にお願いして回ってもらうとかして

はどうでしょうか。何カ所かですると、そこの回収率とかがわかるので、苦労は報われると思い

ます。全部でなくても、何カ所で違うやり方があってもいいのではという気がしています。大変

なのはよくわかりますが、回答率を少しでも上げるのなら、何か違う方向もやってみてはどうか

という気がします。 

  ＜委員＞ 

 多分、データを欲しい年代があると思うので、全体を考えるのなら回収率変えないと取れない

と思います。例えば、生駒市として４０代・５０代にターゲットを当てて、その年代の意識を知

りたいのか、全体の振興を考えているのかによって、全然変わってくると思います。 

  ＜事務局＞ 

全体です。 

  ＜委員＞ 

２０代の情報も欲しいという考えであれば、携帯電話やインターネットというのは全然気軽さ

が違って来ると思います。郵送でと考えると、健康などというところは、自分の身として考えら

れていないと思います。４０代・５０代になると全然考え方は変わりますが、２０代の情報も欲

しいという考えであれば、回収の方法を変えないと情報は入って来ないかなと思います。 

  ＜委員＞ 

   標本を選ぶときに、取捨選択されるのですか。 

  ＜事務局＞ 

しません。スポーツをやりたくないという興味のない人も含めて全くフラットの状態でしない

といけませんので、こういう公共調査をする時は、電算処理で無作為抽出をしています。 

  ＜委員＞ 

 それであれば、今、森川委員がおっしゃったように、ばらつきがあって、意図しているところ

がつかめないのではないかと思うので、回収率を上げるためには松岡委員がおっしゃった方法も

いいのではと思います。課長が言われたように、４０％ぐらいと思っていても、果たして生駒市

民のニーズというか、意識に合致するのかとも思います。やってみないとわかりませんが。 

  ＜事務局＞ 

    おっしゃるように、思っているような年代に協力してもらえるかというところも不安があり、

そこへ出向いて、配布して回収をするという方法も検討しないといけないなとは思っています。 

  ＜事務局＞ 

自由意見などはそういう形で多く集めるのはいいと思いますが、全体的に多くのデータが必要

で、ある年代だけたくさんデータがあって、ある年代だけないというのも困るので、出来たら、

他の調査と同じように全体的に網をかけるという形で行いたいと思っています。一応、対象が
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3,000 人で５０％の回収率があると、年代別でも信頼できるデータが出ると専門家には聞いてい

ます。 

  ＜委員＞ 

 取り敢えずやってみないとわかりませんね。 

  ＜事務局＞ 

2,000 を郵送にして、あとの 1,000の配布方法を考えるなど、検討の余地はあるとは思うので、

再度検討します。 

  ＜事務局＞ 

    インターネットとかでは、同じ人が何回も回答しないように、番号登録して「アンケートサイ

ト」のようなものを作れたらと思います。 

  ＜事務局＞ 

    いいご意見をありがとうございました。 

他にご意見ございませんか。抽出方法とか内容とかで、もしご意見があれば後日でも結構です

ので事務局へお願いします。 

  ＜会長＞ 

貴重なご意見を頂いたので、事務局もそれを十分に考慮して進めていくということで、ご承認

をいただけたと思います。それでよろしいでしょうか。 

  ＜委員＞ 

[異議なし]  

 

５.平成２０年度社会体育主要事業計画について 

  ＜会長＞ 

議事の（５）「平成２０年度 社会体育主要事業計画」について、事務局から説明願います。 

  ＜事務局＞ 

[「平成２０年度 社会体育主要事業計画について」説明] 

・「市・市教育委員会主催事業」（市民体育大会、市民体育祭、ファミリースポーツの集い、体

育館無料開放事業）について 

    ・「体育指導委員事業」（研究大会への参加、軽スポーツの市民への普及事業等）について 

   ・「ふれあい振興財団主催事業」（スポーツ教室、体力つくり歩こう会等）について 

[「平成１９年度の体育施設の利用状況」について説明] 

 

  ＜会長＞ 

事業計画と体育施設の利用状況について説明がありましたが、この件について何かご意見・ご

質問はありませんか。 

  ＜委員＞ 
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テニスコートはいつも満杯とか、そういう状況ですか。 

  ＜事務局＞ 

 土日は、１００％に近いくらい詰まっています。ハードコート、オムニコート、クレイコート

の違いから、平日は場所によっては若干あいている所もありますが、かなりの確率でテニスコー

トは使われています。むかいやま公園の体育館は、テニスでの使用も多く常に満杯です。 

    グラウンドは、平日は少し空きがありますが、土日は１００％に近いぐらい使われています。 

  ＜委員＞ 

 プールは。 

  ＜事務局＞ 

 プールは３ヶ所あり、滝寺公園プールは 50m プールなので、かなり入っても空きがあるように

見えますが、イモ山公園プールについては、多いときは９００人くらいでかなりの人に来て頂い

ています。 

  ＜会長＞ 

他にありせんか。 

無いようなので、続いて４「その他」について、事務局の方から何かありますか。 

 

 ６.その他 

  ＜事務局＞ 

[「井出山屋内温水プール建設計画の進捗について」説明] 

  ・計画に至った経緯、指定管理者候補者選考の経過、工事予定等。 

  [「平成２１年度開催の近畿まほろば国体について」説明] 

・奈良県の１５市町村を中心に２府４県で開催。 

・生駒市では、ソフトボール競技が７月の２８日から８月の７日の期間、イモ山公園、北大

和運動場、総合公園グラウンド、井出山グラウンドで開催。 

[「県外視察の視察先について」提案] 

 

  ＜委員＞ 

   井出山屋内温水プールの維持経費はどのようになるのですか。 

  ＜事務局＞ 

    維持経費に関しては、指定管理者の独立採算という形で運営をお願いしたいと考えています。 

  ＜委員＞ 

滝寺公園プールは寒いということで利用状況も低いので、何とかしないといけないと思います

が。 

  ＜事務局＞ 

木が茂っており、陰になる時間が相当あるので寒いということはよく聞いていますが、逆に「あ
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の環境がいい」という方もおり、最近も「滝寺プールは、環境がいい」というメールが課にも入

っていました。そのあたりは、なかなか難しいところだと思っています。 

  ＜委員＞ 

周囲をキョウチクトウの生け垣みたいにしていることで余計陰になるので、もっとオープンに

すればいいとも思いますが、この利用状況から考えると何か問題があるのではと思っていました。 

  ＜事務局＞ 

駐車場が少し離れており、歩かなくてはならないこともネックになっているようです。 

  ＜会長＞ 

    井出山の温水プールは、完成はいつでしたか。 

  ＜事務局＞ 

    平成２１年の１０月を予定していますが、若干遅れるかもしれません。 

  ＜会長＞ 

    それから、来年のインターハイについては男女ともあるので、期間が長かったと記憶していま

すが。 

  ＜事務局＞ 

７月２７日が準備で、２８日から８月７日が競技です。 

  ＜会長＞ 

総勢何人くらいになりますか。 

  ＜事務局＞ 

    予定では関係者と選手合わせて、男子・女子ともそれぞれ 656 名で、それに加えて応援の方々

ということで相当な規模になると考えています。 

  ＜会長＞ 

県外視察については、事務局から三田市という案を頂きましたが、他に案があれば事務局の方

に直接連絡をしてください。時期は１１月中頃ということで、各委員には出来るだけ早い時期に

お知らせを頂きたいと思います。 

  ＜委員＞ 

第４１回市民体育祭実施要項の自治会対抗ゲートボール大会で、チーム編成の「う」（チーム

編成については、主催者及び関係団体と事前協議した上認めた場合に限り参加を認める。）は、

どういう意味ですか。 

  ＜事務局＞ 

    ゲートボール大会については、高齢者種目という位置づけをさせてもらっていましたが、最近

は小学生のチームが何チームか出てきたことから、休日なら子どもたちも参加出来るので出して

やってほしいという連盟さんからの要望もあり、２年程前から主催者とゲートボール連盟さんで

協議した上で、抽選会等で皆さんの承認を頂ければ、特別に小学生でも出てもらうということに

しています。また、お母さんらのチームも出来ていて、そういうチームも出してあげたいという
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思いで、この「う」を作らせてもらっています。 

  ＜会長＞ 

    他にありませんか。無いようですので、以上をもって審議を終わります。 

本日は、ありがとうございました。 

 

 以  上 


